
8/27(土) 10:50～12:40特別シンポジウム 
～各界の代表者が地域における災害の備えと連携について語る～ 
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【市町村社協の主な活動内容】 
 
・地域福祉の推進 
・総合相談や生活支援 
・ボランティアの養成研修 
・権利擁護 など 

社協における災害対応 



【災害時の社協の活動（発災時と復旧時）】 
 
・大規模災害の場合、被災した人びとが生活を取り戻
すまでに長い時間を要します 
・初動期には支援活動は非常に厳しく、混乱した状況
におかれます 
・ニーズの変化に対応した、生活の場の復旧や生活
支援に取り組む必要があります 
 

社協における災害対応 

総合相談や生活支援 
ボランティア支援 
一時的な生活資金の貸付 
福祉施設（福祉避難所）への支援 など 



【社会福祉協議会における連携活動】 
・社協間の応援体制 
・福祉施設との連携による応援体制 
・他機関との連携 
 
【生活支援相談活動】 

・生活ニーズの把握 
・福祉サービスのコーディネイトなど 

災害時における広域的な支援や連携 



【災害時における連携内容】 
 
・熊本地震に対する支援（８月１０日現在） 

 
 
 
・東日本大震災に対する支援（被災３県） 

 

 
 

災害時における広域的な支援や連携 

ボランティア支援     延べ１０万８千人 
社協職員の応援派遣  延べ６７００人 
施設職員の応援派遣     １１７３人 

 ボランティア支援   延べ100万人 
 社協職員の応援   延べ 3 万人 



【情報管理システムの構築】 
・被災情報や物資・人的支援の受給情報をマッ
チングするシステムの構築（被災地外で） 

 

【広域災害への事前対応】 
・広域応援体制の整備 
  事前に関係機関で協定等を締結 

・支援物資や支援要員の整備 
  初動時の支援物資は企業と事前協定を締結 

・輸送方法の確保 
  初動時の輸送は自衛隊に依頼 

社会全体のシステム 



【要支援者情報の管理】 
・災害時要支援者への対応   
  事前に要支援者マップの作成 
  避難時期、方法等 
  支援者のシミュレーション 

 

【災害の種類別の対応】 
・台風などの風雨災害 
  事前に関係機関で協定等を締結 

・地震・津波 
  事前準備に限界、復興に長時間必要 

・火山噴火 
  予測が難しいこと、避難が長期化し復興に 
  長時間必要 

社会全体のシステム 


